
三宝● ＿　● ��昭和59年 

∃　　　　E副書臆「18王副書　ASSiE副書〟園。，岳王雪王 ��10月10日発行 

∃I �－ 
第348号 

発宿所　福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴∴締∴欒　企画調整係　　印　刷　冷牟田印刷合資会社

遠賀南中学校2年幾留　達二　　　　　　島剛＼学校6年花田

小中学校から集まったオアシス運
動と家庭の日のポスターが約jOO

広測、学校1年　　　　枚夏休み明けから9月25白まで中

やまがた京子　　央公民館Iこ展示されていました。
この中の一部を紹介します。

家庭の

照Reや∵∵雪

隠

遠賀南中学校1年佐藤　秀－

オアシス
勅

浅木小学校4年

遠賀中学校1年察　　智行　　　　遠賀南中学校1年奥田　由結実

＊10　月　の　税　金　＊

町　県　民　税（第3期）納期10月16日（火）一31日（水）

こ　の　社　会　　も　な　た　の　税　が　　生　き　て　い　る

浦
本
小
学
校
4
年
　
辻
　
　
冴
美

畠
田
小
学
校
4
年
大
隈
　
季
憲



第348号　　　　　　　　　　　　　　　℡⑰西勉彿（2）

も雷拙守曙
10月10日は「体育の日」、またこの日から16日ま　　老後の準備は40代からといわれますが、これは

での1週間は「00織からの健康週間」です。今年　経済面iこ限ったことではありません。健霞iこつい

から始まるこの週間は、壮年期からの健康つ＜り　ても、老後への備えが必要です。かけがえのない

財産、健廉を失わないようIこしましょう。と成人病予防のための週間です。

毎日の生活に取り入れましょう

体力づくり10が乗
（D3階までの上り下りにはエレベーター

を使わない。

②前かがみ姿勢の外股歩きをやめ、腰を

押しだすようにさっさと歩く。

③落ちているものを拾う時は、膝のバネ

を使って拾う。

④まめlこ動く。

（9靴下の脱ぎ履きは、片足立ちで。

⑥笑いと歌を忘れずに。

くり階段を上がる時は、手すりにつかまら

ない。

（抄自然との接触の機会を多く持つ。

（9イライラ、クヨクヨ、ドキド手は少な

くする。

⑩自分自身に適した健康法を用意する。

文部省「スポーツを生涯の友に」（中高年儀）よI）

蓮
田
も
徳
的
告
登
呂
守
的
防
諺
的

人
間
は
動
物
で
す
か
ら
、
動
い
て

い
る
の
か
本
来
の
姿
で
す
。
食
べ
物

を
得
る
、
水
を
く
む
、
火
を
起
こ
す

‥
ほ
ん
の
数
十
年
前
ま
で
、
こ
う
い

っ
た
こ
と
に
対
し
て
今
よ
り
も
〝
体

を
動
か
し
て
い
た
〟
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
は
こ
れ
ら
の
作

業
を
つ
ら
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
と
感

じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
科
学
技
術
の

進
歩
は
、
こ
う
い
っ
た
労
働
か
ら
逃

れ
よ
う
と
し
だ
努
力
の
積
み
重
ね
、

と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま

せん。楽
を
し
た
い
、
体
を
動
か
し
た
く

な
い
…
…
。
そ
の
結
果
、
蛇
口
を
ひ

ね
れ
ば
水
が
得
ら
れ
、
ス
イ
ッ
チ
一

つ
で
火
が
起
こ
る
と
い
っ
た
具
合
に
、

繰
り
返
し
行
う
労
働
か
ら
逃
れ
だ
り

つ
ら
い
労
働
に
か
か
あ
る
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
〝
運
動
不
足
〟

と
い
う
大
問
題
を
抱
え
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
す
。

ら
は
狭
い
宇
宙
船
内
、
し
か
も
無
重

力
状
態
と
い
う
足
腰
の
負
担
が
ほ
と

ん
ど
な
い
環
境
で
、
何
日
間
あ
る
い

は
何
週
間
か
過
ご
さ
な
け
れ
げ
な
り

ま
せ
ん
。
宇
宙
飛
行
で
最
大
の
危
険
は
、
体

重
ゼ
ロ
と
い
う
状
態
に
人
体
が
慣
れ

切
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
と
い
h
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
状
態
で
は
、
重

力
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
足
腰
の
筋

肉
に
血
が
流
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
使
h
な
い
自
転
車
の
ハ

ン
ド
ル
や
ギ
ヤ
に
油
が
通
わ
な
く
な

っ
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ

い
。
放
っ
て
お
く
と
動
か
な
く
な
っ

で
し
ょ
う
は
ず
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
絶
え
ず

動
か
し
て
や
ら
な
け
れ
げ
な
り
ま
せ

ん
。
一
九
七
八
年
に
「
サ
リ
ュ
ー
ト
六

号
」
で
百
四
十
日
間
の
宇
宙
滞
在
を

し
た
ソ
連
の
宇
宙
飛
行
士
の
例
で
言

え
ば
、
午
前
八
時
起
床
、
牛
後
十
一

時
就
寝
と
い
う
日
課
の
中
で
、
毎
日

二
～
三
時
間
は
ラ
ン
ー
一
ン
グ
・
ロ
ー

ド
（
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
上
で
走
ら
）

や
卓
論
の
な
い
自
転
車
を
使
っ
た
連

動
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
、
と
い

う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
宇
宙
船
、
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
で
も
∵
フ
シ
ー
一
ン
グ
・
ロ

ー
ド
を
使
っ
た
運
動
時
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

運
動
時
問
を

白
蝶
に
入
れ
よ
う

マ
イ
コ
ン
が
温
度
調
節
す
る
エ
ア

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
声
の
出
る
電

子
レ
ン
ジ
…
…
。
わ
た
し
た
ち
の
生

活
空
間
は
以
前
に
も
増
し
て
、
手
管

船
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
動
車
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
利

用
に
よ
っ
て
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
あ

た
し
た
ち
の
足
腰
は
、
無
重
力
状
態

と
同
じ
ヶ
ぬ
る
ま
湯
〟
に
浸
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
た
し
た
ち
に
も
、
宇
宙

飛
行
士
を
見
習
っ
て
日
課
に
運
動
時

間
を
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
き
が
や
っ
て
き
た
、
と
い
え
る
で

し
ょ
う
o

宇
宙
飛
行
最
大
の

危
険
は
運
動
不
足

運
動
不
足
　
－
　
そ
の
際
立
っ
た
例

は
、
病
気
で
寝
て
い
ろ
人
を
別
に
す

る
と
、
宇
宙
飛
行
士
で
し
ょ
う
。
彼
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長持春が好きな食べ物

腹数回答、11位以下略
「長寿者保健栄実費査」

〈健康体力づくり事業財団）

ー
≡
－
－
二
三
－
三
一
三
－
≡
－
一
三
三
一
－
三
三
三
≡
－
一
三
－
≡
－
三
三

嬰
盆
昌
守
る
暗
腿
皆
㊧
守
5
秒

健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
は
、
「
運
動
し

「
栄
楽
し
「
休
養
」
と
い
あ
れ
で
い
ま
す
。

全
国
に
住
む
百
歳
以
上
の
人
全
員

を
対
象
と
し
た
調
査
、
「
長
寿
者
保
健

栄
養
調
査
」
（
健
康
・
体
力
づ
く
り
事

業
財
団
）
　
の
結
果
か
ら
も
、
そ
の
こ

と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
生
き
の
秘
訣
は
連
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

ま
ず
、
長
寿
者
が
一
番
長
く
従
事

し
た
仕
事
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
過

ご
し
た
生
活
環
境
の
良
し
蒸
し
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
体
を
動
か
す
こ
と

が
健
康
に
結
び
つ
く
と
思
あ
れ
る
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

長
寿
者
が
一
番
長
く
従
事
し
た
職

業
の
五
二
・
三
％
は
農
林
業
で
す
。

次
い
で
商
売
な
ど
の
自
営
業
二
二
・

六
％
、
無
職
一
二
・
一
％
と
な
り
、

会
社
・
役
所
な
ど
の
勤
労
者
は
五
％

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
長
寿
者
が
　
「
中
年
以
降
の

生
活
の
中
で
心
掛
け
て
い
た
こ
と
」

は
、
①
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
　
②
規
則
正
し
い
生
活

を
す
る
よ
う
努
め
た
　
③
睡
眠
・
休

養
を
と
る
よ
う
に
し
た
　
④
食
事
に

気
を
つ
け
で
い
た
　
－
　
の
順
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

④
の
食
事
に
つ
い
て
詳
し
く
み
る

と
、
気
を
つ
け
で
い
た
と
す
る
こ
と

は
次
の
よ
う
な
事
柄
で
す
。
多
い
順

に
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
が
偏
ら
な
い

●
三
回
の
食
事
を
規
則
正
し
く
と
ろ

●
暴
飲
暴
食
を
し
な
い

●
食
物
の
好
き
き
ら
い
を
し
な
い

●
塩
分
を
で
き
る
だ
け
と
ら
な
い

さ
ら
に
、
好
き
な
食
事
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
（
表
参
照
）
。

自
然
な
運
動
、
心
や
体
を
休
ま
せ

る
ゆ
と
り
、
野
菜
・
魚
・
肉
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が

長
生
き
の
秘
訣
と
い
え
ま
す
。

二
三
三
－
≡
－
三
一
三
－
三
一
一
≡
－
三
二
－
一
三
二
三
二
三
一
三
三
三

壁
惣
砦
宗
電
重
厚
怨
貰
電
⑥

一
三
－
三
三
－
一
三
－
－
一
三
－
≡
－
三
三
－
≡
≡
三
三
二
三
一
三
三

な
い
こ
と

④
快
食
・
快
眠
・
快
便
の
状
態
‥

あ
る
こ
と

⑤
気
分
そ
う
快
に
毎
日
の
生
淫

で
さ
る
こ
と

そ
の
繕
乗
を
見
る
と
、
二
十
代
、

三
十
代
で
は
、
⑤
の
「
気
分
そ
う
…

に
毎
日
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
」
・

挙
げ
た
人
が
約
三
割
と
一
番
多
く
・

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
午
…

が
上
が
る
ほ
ど
、
①
や
②
の
「
夢

を
し
な
い
こ
と
」
「
日
常
生
活
が
衰

な
く
行
わ
れ
る
こ
と
」
と
い
っ
た
、

あ
な
た
は
健
康
で
す
か
　
－
　
こ
う

聞
か
れ
た
と
き
、
た
め
ら
い
な
く
「
は

い
」
と
答
え
ら
れ
る
人
が
何
人
い
る

で
し
ょ
う
が
。
同
じ
質
問
を
全
国
の

二
十
戴
以
上
の
人
、
三
千
人
に
問
い

か
け
た
調
査
が
あ
り
ま
す
（
総
理
府

広
報
室
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

世
論
調
査
」
昭
和
五
十
七
年
十
月
）
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
自
分
は
健
康
で
あ

る
」
と
答
え
た
人
は
、
半
数
以
下
の

四
六
・
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
国
民

健
康
調
査
」
（
厚
生
省
）
　
に
よ
れ
牢

国
民
の
八
・
一
人
に
一
人
が
、
何
ら

か
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
健
康
」
と
は
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
状
態
を
い
う
の
で
し
ょ

う
が
。
「
朝
の
目
覚
め
が
よ
い
」
「
食

欲
が
あ
る
」
「
通
じ
が
快
調
L
I
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
き
挙
げ
た
よ
う
な

健
康
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ろ
、
あ
る

い
は
意
識
す
る
〝
尺
度
〟
が
あ
る
は

ず
で
す
。

健
康
づ
く
り
を

健
康
の
尺
度
は

あ
な
た
は
、
ど
う
い
う
状
態
な
ら

ば
健
康
だ
と
考
・
な
ら
れ
ま
す
か
、
と

「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
調
査
」

（
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
財
団
）
で

は
、
健
康
の
状
態
を
次
の
五
つ
に
分

け
て
二
十
歳
以
上
の
人
約
五
千
人
に

問
い
か
け
て
い
ま
す
。

①
病
気
を
し
な
い
こ
と

②
日
常
生
活
が
支
障
な
く
行
わ
れ

る
こ
l
－

③
健
康
診
断
で
異
常
を
認
め
ら
れ

健
康
と
は
何
か
　
ー
　
「
西
暦
二
〇

〇
〇
年
ま
で
に
全
人
類
の
健
康
を
」

こ
れ
を
目
標
と
す
る
W
H
O
　
（
世
界

保
健
機
関
）
　
は
健
康
を
次
の
よ
う
に

定
義
し
て
い
ま
す
。

W
H
O
憲
章
の
前
文
に
よ
れ
ば
、

健
康
と
は
「
単
に
疾
病
又
は
病
弱
の

存
在
し
な
い
状
態
を
表
現
す
る
も
の

で
な
く
、
広
く
肉
体
的
栢
袖
的
及
び

社
会
的
に
完
全
に
良
好
な
状
態
」
で

す。

健
康
と
は
単
に
〝
病
気
で
な
い
状

態
〟
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
さ

ら
に
一
歩
進
め
て
、
「
体
を
常
に
ベ

ス
ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
保
つ
」

と
い
う
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。
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あ
な
た
も
い
か
が
で
す
が
？

駆
④
9
0
9
肥
重
民
諺
鍾

次
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
た
だ
今
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

パ
ッ
ク
、
サ
イ
ブ
、
そ
の
他
手
造
り
の
レ

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
二
・
三
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
ュ
2
時

▽
場
所
　
英
公
民
館
視
聴
蒐
室

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
材
料
費
実
費

▽
申
込
先
老
良
　
八
木
厚
子

㊧
（
2
9
3
）
1
3
8
0

遠
賀
町
少
年
少
女
合
唱
団

▽
練
習
日

▽
時
　
間

▽
場
所

▽
対
　
象

▽
申
込
先

毎
週
土
曜
日

ュ
4
時
～
ュ
6
時

由
央
公
民
館

小
学
生
三
年
～
由
学
生

甫
接
会
場
か
、
松
ノ
本
　
奥
野

悠
治
館
（
2
9
3
）
4
4
1

3

硬
式
デ
ー
一
ス
ク
ラ
ブ

秋
空
の
下
で
健
接
的
な
テ
ニ
ス
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
駅
南
コ
ー
ト
新
設
予
定
に
つ

き
、
多
数
の
男
女
会
員
を
、
蒸
し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
と
祝
祭
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
3
時

▽
場
　
所
　
松
ノ
木
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
駅
南

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
新
設
ま
で
）

▽
入
会
金
　
五
百
円

▽
会
　
薮
　
三
カ
月
千
円

▽
申
込
先
　
面
接
練
習
場
か
、
遠
賀
川
金

子
浩
通
㊧
（
2
9
3
）
2
1

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

心
身
と
も
に
挫
全
な
背
少
年
の
育
成
を
目

的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
次
の
と
お
り
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

善
業
し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
0
時
5
0
分

▽
場
所
第
一
武
道
場

▽
対
∴
裏
　
町
内
在
住
の
小
学
生
お
よ
び
中

学
生
に
限
る
。

▽
指
導
者
捷
発
会
総
本
部
道
場
の
有
段
者

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
半
田

態
彰
轡
（
2
9
3
）
5
4
3

4

遠
賀
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会

ス
ト
レ
ス
解
消
、
挫
寮
保
持
に
入
会
し
ま

せ
ん
か
。
正
確
な
ス
テ
ッ
プ
を
初
歩
か
ら
教

え
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
同
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
対
　
象
　
年
齢
、
牲
別
問
わ
ず

▽
申
込
先
　
直
接
会
場
か
、
別
府
薫

之
㊧
（
2
9
3
）
2
8
3
1

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▽
例
会
日
　
毎
週
金
閣
日

▽
時
　
間
　
m
疇
～
ュ
2
時

▽
場
　
所
　
由
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▽
会
　
費
月
二
千
円

▽
材
料
費
　
実
費

▽
申
込
先
　
木
守
　
小
川
節
子

㊧
（
2
9
3
）
2
1
0
1

郷
土
文
化
研
究
会

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か
れ
る
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
町
内
や
近

郊
の
遺
跡
巡
り
や
調
査
、
さ
ら
に
発
表
会
等

を
随
時
行
い
ま
す
。

▽
会
　
費
　
年
間
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
虫
生
津
吉
野
千
年

㊧
（
2
9
3
）
0
4
2
5

遠
賀
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

現
在
男
女
約
三
十
名
の
部
員
が
お
り
、
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
、
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
を
み
ん
な
で
エ
ン
ジ
ェ
イ
し
ま

し
ょ
う
。

▽
練
習
日
　
毎
週
末
蝿
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
　
費
月
千
円

▽
対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
　
嶋

崎
慎
吾
㊨
（
2
9
3
）
5
4

3
4



第348号（5）　虚四

ストレス解細こ。健蝶保勧こ。

私達の仲間にぜひどうぞ－。

初心者大歓迎。

少年サ　ッ　カー教室が

クラブとして発足しました

7月22日から遠質町総合運動公園グラウンドで

行なっている少年サッカー教室が10月から正式に

スポーツ少年団のクラブとして一人立ちしまし

た。現在32名のl年生から6年生の男の子蓮が元

気よく練習しています。これからも皆さんよろし

くお願いします。

遠
賀
町
剣
道
連
盟

◎
今
古
賀
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時

▽
場
　
所
第
一
武
道
巽
南
央
公
民
館
横
）

◎
頚
木
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
～
1
9
時

▽
場
　
所
第
二
武
道
契
添
木
小
学
欝
）

◎
広
漠
教
室

▽
練
習
日
　
毎
週
火
圃
日
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
7
時
0
0
分
～
1
9
時
5
0
分

▽
場
　
所
広
漉
小
学
様
体
育
館

▽
申
込
先
　
1
0
月
1
9
日
（
金
）
1
8
時
か
ゑ
「

古
賀
教
室
と
広
渡
教
室
で
受
付

ます。

さ
　
つ
　
き
愛
好
会

こ
の
会
は
遵
賀
町
内
の
さ
つ
き
愛
好
者
の

集
ま
り
で
す
。

あ
な
た
も
さ
つ
き
を
育
て
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

▽
例
会
日
　
奇
数
月
の
第
二
日
曜
日

▽
時
　
間
　
1
4
時
～

▽
場
　
所
　
各
会
員
宅

▽
会
　
費
　
年
三
千
円

▽
申
込
先
役
場
円
　
高
敏
昭

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4

民
　
鱗
　
教
　
室

∧
若
宮
会
浅
木
教
室
∨

▽
稽
古
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
場
　
所
　
浅
木
公
民
館

▽
会
　
費
　
千
五
百
円

▽
対
∴
象
　
高
校
生
－
一
般

▽
会
員
数
　
十
名

▽
申
込
先
　
浅
木
　
芳
賀
拓
次
郎

㊧
（
2
9
3
）
1
0
2
1

抹
　
茶
・
煎
　
菜

∧
表
千
家
∨
∧
小
笠
原
流
∨

爽
秋
の
候
と
な
り
ま
し
た
。

朝
夕
の
冷
や
か
さ
に
も
一
服
・
一
前
の
お

茶
を
楽
し
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
心
豊
か
な
日
々

を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

▽
例
会
自
　
火
同
日
（
月
三
回
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
⊥
5
時

▽
勘
　
所
　
出
典
公
民
館
茶
室

▽
会
　
費
　
三
千
円

▽
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
薬
人
数
　
玉
名

▽
申
込
先
　
鬼
津
　
半
田
宙
美
子

㊨
（
2
9
3
）
4
5
2
5

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

研
　
究
　
会

地
域
・
職
助
で
レ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
く
れ
る
若
者
を
待
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
三
月
珊
白

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
内
　
容
　
ゲ
ー
ム
、
歌
、
レ
ク
・
ダ
ン
ス

フ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
、
社
交
ダ

ン
ス
、
野
外
研
修
等

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
瑛
　
二
千
四
百
円
（
年
会
讃
）

▽
会
員
数
　
三
十
名

▽
申
込
先
例
会
日
に
踵
接
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

遠
賀
　
コ
ー
ラ
ス

〝
こ
も
れ
び
〝

∧
若
宮
会
遠
賀
教
室
∨

▽
稽
古
日
　
毎
週
金
岡
日

▽
場
　
所
浅
木
公
民
館

▽
会
　
費
　
千
五
百
円

▽
対
　
象
　
小
・
中
学
生

▽
会
員
数
　
十
名

▽
申
込
先
　
浅
木
　
横
響
子

㊨
（
2
9
3
）
0
1
2
4

▽
練
習
日
　
毎
週
土
即
日

▽
時
　
間
　
ュ
6
時
～
1
8
時

▽
勘
　
所
　
英
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
会
　
費
　
月
五
百
円

▽
申
込
先
　
埴
接
会
助
か
、
役
塊
肉

古
畑
紀
子
㊨
（
2
9
3
）
1
2

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

＆
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

ー
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

遠
賀
第
二
団
－

◎
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
鼠

▽
対
　
象
　
小
学
三
年
生
～
五
年
生

◎
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員

▽
対
　
象
　
小
学
六
年
生
－
中
学
二
年
生

▽
申
込
先
　
遠
賀
川
　
今
橋
由
助

㊥
（
2
9
3
）
0
0
3
8



第348号　　　　　　　　　　　　　　　僅⑭鍔の紺（6）

第9回謹賀町史化第

11月9日㈲～11日（日〉

四品備品電弱籍も守恥墓守

D主　催　教育委員会ぎ

25年以上保険料を納めた人が65捌こなったとき。

（昭和5年4月1日以訊こ生まれた人は年齢に応じ24年

から10年まで短縮されています。）

原生年金や共済組合などに加入した期間と国民年金の保
険料を納めた期間をあわせて25年以上ある人が65概にな
ったとき。（昭和5年4月1日以前に生まれた人は年齢に
砧じ24年から10年まで短縮されています。）

最近の1年以上保険料を納めている人が重いケガや病

気のため日常生活が十分にできない軟風こなったとき。

電通の1年以上保険料を納めている裏が、夫を亡くし、
18歳未満（障害者の境合は20歳未満）の子と暮らしてい

るとき。

最近の1年以上保険料を納めている女の人が夫や息子
を亡くし、18絨未満（障害者の場合は20歳未満）の穀

弟妹と暮らしているとき。

最近の1年以上保険料を納めている父や旬が亡くなり、

18概未満の子（障害者の場合は20賊未満）がのこされた

とき。

老齢年金を受ける資格のある夫が、年金を受けずに亡く

なったときその善に。

3年以上保険料を納めた人が年金を受けず（こ死亡したと
き遺族に。

恒
例
の
第
九
回
遠
賀
町
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
多
数
の
出
品
と
観
覧

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
9
年
日
月
9
日
－
Ⅱ
日

n
月
9
日
（
金
）
ュ
3
時
～
ュ
7
時

ュ
0
日
（
土
）
9
時
～
1
7
時

Ⅱ
日
（
日
）
9
時
－
1
6
時

▽
会
　
場
　
英
公
民
館

▽
内
　
容

◎
蜃
不
会
（
9
日
～
負
目
）

・
公
民
館
関
係

・
和
裁
。
洋
裁
・
生
花
・
孟
春

・
疑
民
俗
資
料

二
股
作
品
関
係

。
書
道
。
俳
句
・
短
歌
。
理
事

・
絵
画
・
写
真
　
o
そ
の
他

◎
詣
演
会
（
1
0
日
）

・
時
間
　
1
0
時
5
0
分
～
ュ
2
時

・
演
題
「
大
人
に
な
る
旅
」

・
籠
佐
実
学
奇
襲
落
襲

◎
芸
能
大
会
（
n
日
・
9
時
5
0
分
～
1
6
時
）

▽
作
品
の
申
し
込
み
と
搬
入
、
搬
出

十
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で
に
所
定
の
申

込
書
（
中
央
公
民
館
窓
口
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
寧
項
を
混
入
の
上
、
故
事
蛮
風
会
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
搬
入
搬
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出

品
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

・絶大

8
日
　
1
7
時
～
2
2
時

9
日
　
9
時
～
1
2
時

芸
事
霊
茎
左
京
を
牽
牛
宣
黄
葉
霊
宝
蛋
斉
を
を
を
寧

鵡
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

善
書
最
善
も
昏
書
芸
買
電
再
寧
薯
霊
貴
意
電
卓
撃

国

民

年

金

保

険

料

は

納
め
ま
し
た
　
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま
で
　
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
お
確
め
く
だ
さ
い
。

に
納
め
て
い
ま
す
か
。
「
納
め
た
つ
も
り
が
　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
さ
ま

納
め
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
　
す
と
、
老
後
の
所
得
保
障
と
し
て
の
老
齢
年

金
だ
け
で
な
く
、
ケ
ガ
や
病
気
で
障
富
者
に

な
っ
た
と
き
の
障
害
毎
金
、
励
さ
て
の
夫
を

亡
く
し
た
と
き
の
母
子
年
金
等
が
受
け
ら
れ

な
い
袈
口
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
年
案
董
故
に
あ
っ
て
か
ら
加
入
し
た

り
、
ま
た
保
険
料
を
納
め
て
も
受
給
で
き
ま

せん。老
後
の
生
活
設
計
を
確
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
き
ち

ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
を
年
金
が
守
り
ま
す
。
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瞳衆釣600人中央公民館大ホールも薗満員

少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会

遠
　
賀
　
町
　
で
　
開
　
催

－
城
崎
・
小
西
両
君
が
熱
弁
を
奮
う
－

九
月
二
十
三
日
（
日
）
に
、
遠
賀
町
中
央

公
民
館
で
、
「
少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会
」

が
、
奥
田
八
二
県
知
憩
出
席
の
も
と
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
、
遠
賀
南
中
学
校
の
城
崎
知

至
君
と
遠
賀
中
学
校
の
小
西
政
明
君
の
二
名

が
参
加
し
、
発
表
し
ま
し
た
。
二
人
と
も
健

闘
し
、
城
崎
君
が
優
秀
賞
、
小
西
君
が
侵
良

貨
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
大
会
は
、
十
一
月
十
一
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
本
県
か
ら

は
、
今
大
会
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
飯

壊
第
一
中
学
枝
の
琵
琶
博
君
が
出
場
す
る
予

定
で
す
。・「

友
達
」
て
な
ん
だ

遠
賀
南
中
学
校
　
三
年
城
崎
知
至

。
本
当
の
努
力

遠
賀
中
学
校
　
三
年
小
西
政
明

戦
没
者
慰
霊
祭
が

あ
　
り
ま
す

遺
族
会
主
催
で
、
次
の
と
お
り
慰
霊
祭

が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
に
転
入
さ
れ
、
遺
族
会
に
所
属

さ
れ
て
い
な
い
人
で
、
慰
霊
祭
に
参
列
希

望
者
は
、
十
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
福
祉

課
福
祉
係
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
5
0
年
ュ
0
月
1
8
日
（
木
）

▽
場
　
所
　
慰
霊
塔
前
（
遠
賀
中
学
校
校

庭）

家
庭
教
育
学
級
参
加
の
お
誘
い

家
慶
生
活
・
家
庭
教
育
は
、
孟
桃
に
と
っ

て
成
長
発
達
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
役
割
を

も
ち
、
人
間
を
つ
く
り
上
げ
る
基
盤
で
す
。

「
子
供
に
と
っ
て
家
庭
と
は
」
　
秦
靂
教

育
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
」
を
今
一
度
見

直
し
な
が
ら
学
び
、
そ
し
て
実
行
し
ま
し
ょ

う。▽
閑
話
期
間
　
昭
和
的
年
n
月
～
昭
和
0
0
年

3
月
ま
で
の
十
回
コ
ー
ス

毎
月
第
一
、
第
三
火
曜
日

▽
時
　
間
　
9
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
中
天
公
民
館

▽
対
∴
象
　
小
中
学
生
を
も
つ
保
詔
書

▽
定
　
員
　
約
五
十
名
（
男
女
問
わ
ず
）

▽
申
込
諦
切
　
1
0
月
2
5
日
（
木
）
ま
で

定
員
オ
ー
バ
ー
の
折
は
抽
選

▽
申
込
先
　
教
蕾
蛮
貝
会
社
会
教
育
深
田

（
2
9
3
）
1
3
5
5

第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

心
と
心
の
架
け
捕

『
ろ
う
あ
者
と
の

会
話
の
た
め
に
』

－
手
話
講
習
会
－

▽
期
　
間
　
昭
和
5
9
年
n
月
1
日
～
的
年
3

月
2
8
日
の
毎
週
末
峨
日

▽
時
　
間
　
⊥
9
時
～
2
0
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず

▽
内
　
容
初
心
者
用

▽
指
導
・
主
催
　
串
間
市
手
話
の
会

遠
賀
町
馨
暴
風
会

▽
受
講
料
資
料
代
と
し
て
約
五
百
円

▽
申
込
期
間
　
1
0
月
日
日
～
3
1
日

定
員
五
十
名
に
な
り
し
だ
い

締
切

▽
申
込
先
　
教
育
萎
民
会
社
会
教
育
課

次
の
日
程
で
、
第
二
回
遠
賀
町
民
体
育
大

会
の
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
と
硬
式

テ
ニ
ス
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
、
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。家

庭

婦

人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
昭
和
的
年
1
0
月
2
1
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
細
分

蟻
坂
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

硬
式
テ
ニ
ス
競
技

▽
日
　
時
　
昭
和
的
年
1
0
月
2
8
日
（
日
）

▽
受
　
付
　
8
時

▽
競
技
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

▽
申
込
締
切
　
1
0
月
2
0
日
（
土
）
ま
で

▽
申
込
先
　
遠
賀
川
　
金
子
清
適

㊨
2
9
3
（
2
1
3
8
）
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第
三
回
菊
花
展
示
会
が

開

か

れ

ま

す

▽
期
間
　
昭
和
5
0
年
1
0
月
紳
日
（
月
）
～

n
月
1
7
日
（
土
）

▽
場
　
所
役
場
駐
轟

▽
出
品
者
町
菊
友
全
会
貝
、
町
内
同
好
者

▽
出
品
規
程

大
輪
三
本
仕
立
、
四
鉢
一
組
花
の
色
黄
白

赤
一
本
自
由
、
ダ
ル
マ
作
り
三
本
作
り

ケ
ン
ガ
イ
、
盆
栽
、
福
助
作
り

▽
展
示
品
搬
入
∴
m
月
刀
自

▽
申
込
期
限
　
的
月
1
5
日
ま
で

▽
申
込
先
菊
友
全
地
区
委
員

菊
花
研
修
会
参
加
者
薦
集

▽
細
　
目
　
n
月
n
日
（
日
）

▽
行
先
宗
像
大
社
西
日
本
菊
花
会

▽
費
用
　
貸
切
バ
ス
代
実
質
負
担

詳
細
は
後
日
通
知

青嵐会示展の年昨

さ
あ
／
行
こ
う

芦
屋
ビ
ッ
グ
カ
ー
ー
一
パ
ル

I
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
へ
ご
招
待
～

こ
の
催
し
は
、
芦
屋
ポ
ー
ト
揚
周
辺
住
民

の
方
々
に
対
す
る
謝
恩
の
一
環
と
し
て
行
う

も
の
で
、
所
ジ
ョ
ー
ジ
、
川
島
な
お
美
の
タ

レ
ン
ト
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
や
大
相
撲
九
州
場
所
の
招
待
な
ど

の
拍
せ
ん
会
等
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
い

ろ
い
ろ
な
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

年
末
資
金
の
こ
準
備
は

お
　
済
　
み
　
で
　
す
　
か

▽

▽

お

申

込

み

は

お

早

め

に

△

△

▽
申
込
期
限
　
m
月
2
7
日
ま
で

▽
申
込
先
　
菊
友
会
地
区
委
員

▽
聞
合
先
　
町
菊
友
会
会
長
　
虫
生
津
　
細

字
勉
二
瑠
（
2
9
3
）
3
0
4
0

県
住
入
居
者
募
集

◎
募
集
す
る
団
地
と
募
集
戸
数

高
須
団
地
（
北
九
州
市
若
松
区
）

三
種
　
七
十
三
声
（
三
D
K
u
6
、
6
、

4
・
5
、
D
K
）

▽
家
賃
　
二
万
七
千
五
百
円
（
予
定
）

▽
入
居
予
定
　
1
2
月
中
旬

◎
藁
す
る
団
地
と
典
薬
戸
数

お
か
の
台
団
地
（
水
巻
町
）

一
種
　
二
十
六
戸
（
三
D
K
＝
6
、
6
、

6
、
D
K
）

二
理
　
三
十
声
（
三
D
K
＝
6
、
6
、

4
・
5
、
D
K
）

▽
家
賃
一
穣
三
万
九
千
五
百
円
（
予
定
）

二
穂
二
万
七
千
五
百
円
（
予
定
）

▽
入
居
予
定
　
n
月
下
旬

申
込
用
紙
配
布
は
、
水
巻
町
役
姐
葱
口

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
建
築
管
理
課

舘
0
9
2
（
6
4
1
）
3
1
8
6
へ
ど
う

ぞ。

な
お
、
先
着
二
手
名
の
大
人
と
二
千
名
の

孟
供
に
、
そ
れ
ぞ
れ
来
場
記
念
品
を
進
呈
し

ます。
▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
m
月
ュ
4
日
（
日
）

m
時
表
入
場
門
開
門

▽
場
　
所
　
芦
屋
ボ
ー
ト
揚

＜
催
し
も
の
の
ご
案
内
＞

☆
人
気
マ
ン
ガ
の
キ
ン
肉
マ
ン
シ
ョ
ー

☆
普
な
つ
か
し
大
道
芸
大
会

（
さ
る
廻
し
、
ガ
マ
の
油
売
り
、
南
京
玉
す

だ
れ
、
居
合
抜
き
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
）

☆
孟
伏
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

☆
ポ
ー
ト
選
手
模
範
演
技
な
ど

＜
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
大
相
接
九

州
場
所
ご
招
待
そ
の
他
カ
メ
ラ
な
ど
も
当
た

る
抽
せ
ん
会
＞

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
年
末
資
金
の
取
扱

い
を
し
て
い
ま
す
の
で
　
お
気
瞳
に
こ
相
談

く
だ
さ
い
。

例
年
年
末
が
お
し
っ
ま
り
ま
す
と
窓
口
が

混
離
し
ま
す
。
特
に
±
月
下
旬
以
降
の
申

込
み
は
年
内
の
融
資
が
間
に
合
わ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ

普
通
貸
付
融
資
の
条
件

▽
融
資
額
　
二
千
百
万
円
以
内
（
特
定
の
使

途
に
か
か
る
設
備
資
金
は
三
千

万
円
以
内
）

▽
融
達
期
間
・
運
転
資
金
　
五
年
以
内

。
設
備
資
金
　
七
年
以
内

（
特
定
の
使
途
に
か
か
る
殺
鯛

資
金
は
十
年
以
内
）

▽
利
　
率
　
年
七
・
九
質

▽
返
済
元
金
均
等
払
い
ま
た
は
元
利
均

等
払
い

こ
の
外
、
業
務
・
資
金
使
途
に
よ
り
三
千

五
百
万
円
ま
で
利
用
い
た
だ
け
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
T
8
0
6
八
幡
西
区
黒

壁
一
⊥
I
七
　
国
民
金
融
公
庫
八
幡
支
店

西
（
6
4
1
）
7
1
1
5
撒
資
相
談
係
へ

ど
う
ぞ
。

「
欝
誤
読
の
交
通
安
全
教
室
」

－
折
尾
警
察
署
が

輸
光
田
を
慰
問
－

「
敬
老
の
日
」
を
前
に
、
九
月
十
三
日
、

折
尾
詣
察
腎
が
静
光
園
を
慰
問
に
訪
ず
れ
、

交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

福
岡
県
で
は
老
人
の
交
通
部
故
が
激
増
し

て
い
る
た
め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は

折
尾
署
か
ら
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
の

指
導
や
、
腹
話
術
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
指
導

が
あ
り
、
ま
た
、
遠
賀
川
派
出
所
か
ら
は
、
ギ

タ
ー
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
楽
し
く
交
通
安

全
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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新着納（＿鯛書）コーナー
●NHK人生読本（1ト（6）　日本放送他会
●おはん　　　宇野千代善　中央公論社
●天春暁鷺娘上・下　　宮尾登美子普i輯淡社
●愛のごとく上・下　　波辺海一書　新潮社
●絶望からの出発∴曽野綾子酋∴穆顕社
●小品盆栽一、二　　辻郁二郎書　文研出版
●美しい部屋テラノクス版　主鮒と生活社
●四国遺酪八十八高所∴∴首藤　一　創元社
●致死連盟　　森村誠一　角Iii宙店
●思　い　説　　西村寿行　講談社
●ザ・プロ野球　　佐々木信也　自由国民社
●十二支開運彿∴∴∴鹿島秀峰苦∴桔掴書店
●幼い子のいる暮らし　　毛利子乗　気麿書房
●その他各分野八十冊
児宣図書
●ジュニア図鑑50を
●化石どうぶつ妃5番
●ピア／キの子とも動物記
●日本むかしぼをし
●アジアの葺け会し

●小さをすかん10番
●ももちゃんとあかあちゃん

●その他絵本鵠100冊

親書の秋です。新しい本も次々入ってきています。
図富室へでかけてみませんか。

続
仕
速
賀
町
文
学
散
歩

夏
　
草
　
の
　
径

馬
頭
岳
の
頂
上
か
ら
元
来
だ
通
を
戻
り
、

ゴ
ル
フ
場
の
見
え
る
道
標
の
あ
る
と
こ
ろ
へ

と
帰
途
を
と
る
。

こ
の
あ
た
り
は
展
望
の
い
い
と
こ
ろ
で
、

右
手
に
韻
手
方
面
が
眼
の
下
に
展
が
る
。
少

し
霞
ん
で
は
い
る
が
遠
く
に
は
福
智
山
や
尺

岳
、
そ
れ
に
諒
く
坊
住
山
、
皿
倉
山
な
ど
が

北
九
州
へ
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
麓
を
な

す
雲
故
山
、
金
剛
山
、
花
屋
山
な
ど
も
少
し

繰
濃
く
見
え
る
。

足
元
の
雑
事
夏
の
風
を
よ
ぷ

は
る
ば
る
と
続
く
山
脈
夏
鼠

河
一
本
稲
田
を
わ
け
て
長
々
と

眼
路
に
つ
つ
く
遠
賀
川
は
、
河
口
湖
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
滴
々
と
水
を
た
た
え
て
見
え

る
。
そ
の
両
岸
は
稲
田
の
緑
が
美
し
く
、
そ

れ
ら
を
点
綴
す
る
よ
う
に
新
し
い
家
が
建
ち

並
ん
で
い
る
。

右
手
に
近
く
「
く
ら
ち
」
の
里
と
い
わ
れ

て
い
る
六
ケ
岳
、
そ
の
麓
に
あ
る
長
谷
寺
の

森
な
ど
手
に
と
る
よ
う
だ
。
荒
五
郎
山
、
西

山
の
里
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
た
地
名
の
村
々

の
た
た
ず
ま
い
も
静
か
に
美
し
い
。

い
つ
か
訪
ね
た
こ
と
の
あ
る
、
こ
の
地
方

老
眼
で
追
い
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
楽
し
い
時

を
過
ご
す
。

六
ケ
岳
の
稜
線
夏
の
雲
の
前
に

夏
雲
に
さ
か
ら
う
よ
う
な
家
光
る

雨
遠
く
疲
れ
た
木
々
に
眼
を
送
る

ひ
る
さ
が
り
の
暑
い
山
路
を
、
雑
輩
を
分

け
な
が
ら
進
む
。
足
元
は
遠
賀
平
野
の
緑
の

田
や
森
や
、
心
お
ぼ
え
の
あ
る
地
形
を
高
い

と
こ
ろ
か
ら
見
定
め
な
が
ら
夢
い
て
ゆ
く
。

ふ
と
気
が
つ
い
て
左
手
を
眺
め
る
と
、
足

免
許
柾
所
持
者
へ

道
路
交
通
法
令
特
別

講
習
会
が
あ
り
ま
す

通
路
交
通
法
令
特
別
請
習
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
免
許
証
所
持
者
は
か
な
ら
す

受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
ュ
0
月
2
3
日
（
火
）

工
9
時
～

▽
場
所
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

元
は
戸
切
の
榛
原
と
い
う
と
こ
ろ
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
に
つ
つ
い
て
宗
像
の
山
々
が
応

え
る
か
の
よ
う
に
見
え
、
遠
く
鴛
ケ
岳
を
は

じ
め
筑
前
四
ツ
塚
の
つ
つ
き
の
丘
が
並
ん
で

いる。美
し
く
植
林
さ
れ
た
杉
や
桧
の
山
々
が

眼
を
和
ま
し
て
く
れ
る
。

費
、
猶
城
の
戦
の
こ
ろ
、
三
郡
尾
峠
を
越

し
て
、
筑
前
の
さ
む
ら
い
た
ち
が
踏
ん
だ
で

あ
ろ
う
こ
の
路
は
、
灼
け
る
よ
う
な
夏
日
の

由
に
、
細
々
と
、
ど
こ
ま
で
も
つ
つ
い
て
い

た
。
藁
の
名
句
「
夏
草
や
つ
わ
も
の
と
も

が
夢
の
跡
」
が
頭
の
由
を
よ
ぎ
る
の
だ
っ

た。

（
片
山
　
花
御
史
）

身
障
者
集
団
見
合

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
目
月
日
日
（
日
）

1
0
時
5
0
分
か
ら

▽
揚
所
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
豊
麗
限
　
n
月
2
日
（
金
）

▽
聞
合
先
　
役
場
福
祉
係

歴
史
散
歩
へ
の
お
誘
い

－
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
－

▽
日
　
時
　
昭
和
的
年
1
0
月
物
日
（
土
）

9
時
出
発

▽
集
合
場
所
　
遠
賀
川
駅
集
合

▽
行
　
先
　
下
関
市
長
府

○
長
府
博
物
館
（
大
内
時
代
か
ら
明
治
ま
で

の
文
書
な
ど
）

○
功
山
寺
（
鎌
倉
時
代
の
仏
学
大
内
家
基

地
、
維
新
志
士
の
遺
跡
な
ど
）

○
乃
木
神
社
（
乃
木
将
軍
の
生
家
、
付
近
の

武
家
屋
敷
）

○
そ
の
他
忌
宮
神
社
、
銘
田
寺
、
長
門
一

の
宮
、
菊
舎
碑
、
兼
行
庵
な
ど
。
国
鉄
乗

噴
霧
は
下
関
ま
で
各
自
購
入
の
こ
と
。

下
関
か
ら
長
府
へ
バ
ス
利
用
。
昼
食
は
各

自
簿
参
の
こ
と
。

会
鼠
以
外
の
方
も
参
加
歓
迎
。
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尾崎944番地

松井　健塞くん

（黛肇さんの瑚）
昭和59年2月18日生

わが家のスーパーヒーロー、昌

等寵詰；霧霊誌菖

1、、千㌦∵写

新町（広漠1749番地の6）
♭ゆ，のすけ

今昔　竜之介くん

（蕾責さんの次男）
昭和50年12月12日生

なぞなぞだよ。鏡を見るのか

大好きで、親に似ず色白で、ハ
イハイが上手で、お兄ちゃんと

遊ぶのか好きで、よく食べろ元　ボクのオチンチンめずらしがっき

気っ子はだあれ9ぼくです・／電　てさわるんだ。「まあ、かわいいき

語、結語肌用時間，～，、，言，、謡謹話藍藍、霊鳥

＿とな　す　　会転　と 
す　ら　〇　十　が　と　い　め 

∴言∴：∴∴ 

2緑泉攣∴暮雪きま 
圭孟漬⊥　讐募余す 
気以にで　機運　○　か ☆　☆を ∴∴∴∴ 

∴∴∴上告：∴∴占 壁忘g∴善党と七㌢烹占 

蓬祭与∴丞巻雪子雷撃秦 
警た5∴カ上古貧∴聖霊雪 

繕
嬢
葦
繍
薫
蒸
墨
書

▽
期
　
日
　
1
0
月
鑓
白
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
愈
著
妊
産
婦

▽
詩
誌
品
　
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑
持
参

▽
内
　
容
新
庄
亮
の
扱
い
方
、
入
浴
指
導

三
種
混
合
予
防
掩
護

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
セ
キ
・
破
傷
風
）

▽
播
種
日
　
印
月
約
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
－
ュ
4
時

接
穂
　
ュ
3
時
0
0
分
～

▽
場
所
英
公
民
館

▽
襲
晶
　
母
子
手
態
、
問
診
票

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
九
月
二
十
五

新
入
学
児
童
の

健
鷹
診
断
を
行
い
ま
す

昭
和
六
十
毎
度
小
学
校
入
学
予
定
の
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
診
断
と
筒
菌
な
知
能

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
該
当
者
は
も
れ
な
く

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
目
　
時
　
昭
和
5
0
年
ュ
0
月
ュ
8
日
（
木
）

受
付
　
ュ
2
時
釦
分
～
ュ
3
時

検
診
　
ュ
3
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
英
公
民
館

▽
料
　
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
日
号
八
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

幸
一
畠
呈
警
告
書
葺
き
一
－
－
．
－
畠
－
言
争
ふ
一
言
－
全
盲
－
冒
－
－
魯
－
昌
－
－
含
量
冨
青
さ
・
皇
旨
・
白
さ
自
官
主
i
冒
す
一
日
生
白
子
亀

1
0
月
1
0
日
は
「
目
の
愛
議
デ
ー
」
で
す

神
経
芽
細
胞
腫
（
小
児
ガ
ン
）
検
査
を

実
施
し
ま
す

福
岡
県
で
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
か
ら
生

後
六
カ
月
に
な
っ
た
乳
児
を
対
象
に
神
経
芽

細
胞
舶
（
小
児
ガ
ン
）
の
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
検
査
は
、
赤
ち
○
ん
の
尿
を
特
別
な

鴻
紙
に
し
み
こ
ま
せ
て
乾
燥
さ
せ
、
封
筒
に

入
れ
検
査
機
関
に
郵
送
の
う
え
検
査
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
で
は
、
検
査
セ
ッ
ト
の
配
布
等
は

遠
賀
保
健
所
か
ら
出
向
の
う
え
乳
児
相
談
日

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
実
施
日
　
ュ
0
月
1
5
日
（
月
）

日
月
ュ
9
日
（
月
）

ュ
2
月
ュ
7
日
（
月
）

昭
和
0
0
年
1
月
2
1
日
（
月
）

2
月
1
8
日
（
月
）

3
月
1
8
日
（
月
）

（
い
ず
れ
も
各
月
第
三
月
曜
日
）

▽
揚
所
役
揚
保
健
室

▽
受
　
付
　
9
時
5
0
分
～
0
0
時
3
0
分

ま
た
、
遠
賀
保
健
所
で
は
十
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

第
一
火
間
口
一
般
乳
幼
児

第
二
火
曜
日
　
四
カ
月
児
～
五
カ
月
児

第
三
火
曜
日
　
幼
児
健
診

第
四
火
曜
日
　
四
カ
月
児
～
五
カ
月
児

第
五
火
曜
日
一
般
乳
幼
児

第
二
第
五
火
曜
日
寝
業
新
著
全
員
を
受

付
け
ま
す
。

▽
受
付
時
間
　
1
3
時
～
1
4
時

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
保
健
所
鍵
（

2
0
1
）
4
1
6
1
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さい。
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卵
巣
ガ
ン
の
お
話
③

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

卵
巣
ガ
ン
は
発
見
が
む
ず
か
し

く
、
手
お
く
れ
に
な
り
や
す
い
こ

と
は
分
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
ど
ん
な
診
断
方
法
が
あ
り
ま
す

か。
ハ
イ
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
以
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
陸
や
両
脇
か
ら
卵
巣
を
触
れ
る

こ
と
で
す
。
硬
く
て
中
に
つ
ま
っ
た
感
じ
の

す
る
の
を
卵
巣
充
実
陛
腰
湯
と
い
い
、
恐
桂

で
す
。
一
方
で
は
柔
ら
か
く
て
ブ
ヨ
ブ
ヨ
す

る
感
じ
の
す
る
の
は
液
体
が
た
ま
っ
て
い
る

卵
巣
肥
田
と
い
い
、
良
怪
で
す
。

卵
巣
ガ
ン
に
は
種
類
が
多
い
そ

う
で
す
ね
。

卵
巣
は
人
体
で
コ
プ
の
一
番
多
く
田
乗
る

独
得
の
臓
器
で
す
。
現
在
二
十
二
謡
類
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
十
種
が
売
春

で
あ
り
ガ
ン
な
の
で
す
。
残
り
の
種
類
は
卵

巣
脹
腰
で
良
性
で
す
。
た
だ
例
外
と
し
て
皮

膚
横
腹
腰
は
硬
く
ふ
れ
ま
す
が
、
中
に
毛
の

生
え
る
良
性
の
コ
プ
も
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
ど
ん
な
発
見
方
法
が
あ

り
ま
す
か
。

超
音
波
装
置
が
最
近
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
も
と
も
と
水
産
業
界
で
の
魚
群

壱
探
知
す
る
棲
域
の
原
理
を
人
体
に
応
用
し

た
も
の
で
す
。
な
に
よ
り
有
難
い
の
は
人
体

に
は
絶
対
に
筈
の
な
い
こ
と
で
す
。
超
音
波

装
置
に
よ
る
と
卵
巣
の
コ
ブ
の
大
き
さ
、
位

置
、
性
質
（
良
性
か
悪
性
か
）
も
分
り
ま

す。
そ
の
他
、
子
宮
頸
ガ
ン
、
子
宮
休
部
ガ
ン

胞
状
奇
勝
、
筋
腫
に
も
応
用
さ
れ
ま
す
。

産
科
の
方
で
は
胎
児
の
生
死
、
月
数
、
胎

盤
の
位
置
、
さ
ら
に
双
子
や
逆
子
が
た
や
す

く
分
り
ま
す
。
胎
児
の
性
別
判
定
も
遠
い
将

来
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
子
宮
ガ
ン
の

早
期
発
見
で
偉
大
な
力
を
発
揮
す
る
細
胞
珍

は
、
卵
巣
ガ
ン
で
は
腹
水
の
た
ま
っ
た
時
し

か
使
え
ま
せ
ん
。

卵
巣
ガ
ン
か
ら
婦
人
を
守
る
に

は
ど
う
い
う
方
法
が
】
一
番
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

卵
巣
ガ
ン
は
厄
介
な
病
気
で
す
が
、
幸
に

も
子
宮
ガ
ン
に
比
べ
る
と
少
な
く
て
、
十
分

の
一
で
す
。
現
在
一
年
二
回
の
子
宮
ガ
ン
検

診
が
定
着
化
し
っ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
、
子
宮

ガ
ン
検
診
の
際
に
卵
巣
の
触
診
を
受
け
て
、

何
ら
か
の
異
常
が
あ
れ
ば
精
密
検
査
を
受
け

れ
ば
、
卵
巣
ガ
ン
の
手
お
く
れ
に
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
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能書きをよく読む．・襲とか、多く飲ん

どんな藁でしょう
線で結んでください

1⑩‥aなんこう‥ア畿語群和の

2線・毒　薬‥イ瀦鵠こ深く差し込

30・・c加胤・り潔灘謀計

4年dr雪・亘講師帳のまま飲み

58・・。彊謹・・オ畿翻こしてから

6夕‥冊・盤器離

薬を使うときは、お父さんお母さんに聞いてから

薬
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
通
し
た
飲

み
方
や
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。
薬
を

使
用
す
る
と
き
は
、
袋
な
ど
に
書
か

れ
て
い
る
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

☆
決
め
ら
れ
た
重
を
中
る

決
め
ら
れ
た
垂
を
守
ら
な
け
れ

ば
、
薬
の
効
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

症
状
が
重
く
な
い
か
ら
少
量
で
い
い

事
を
す
る
ま
で
の
問

ま
た
、
八
時
間
こ
と
な
ど
と
、
時
間
で
指
定
さ
れ
て
い
る
抗

生
物
質
の
よ
う
な
薬
も
あ
り
ま
す
。
抗
生
物
質
は
、
病
気
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
細
菌
を
殺
す
薬
な
の
で
、
体
内
の
薬
の
量
を

一
定
以
上
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
服
用
時
間
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

☆
あ
れ
こ
れ
飲
ま
な
い

現
在
、
飲
み
続
け
て
い
る
薬
が
あ
っ
て
、
別
の
薬
を
飲
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
医
師
に
椙
殺
し
ま
し
ょ
う
。

☆
保
存
は
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ

誤
っ
て
孟
味
が
飲
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
薬
を
保
有
す

る
と
き
は
、
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
置
き
ま
し
ょ

う。

で
早
く
直
そ
う
な

ど
と
い
う
思
い
込

み
は
危
険
で
す
。

☆
時
間
を
守

る

蕊
と
同
様
、
時
間
を
守
る
こ
と
を
大
切
で

す
。
食
前
、
食
後
、
食
間
な
ど
の
「
服
用
時

間
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
食
前
、
食
後
、

食
間
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
い
い
ま
す
。

食
前
＝
胃
の
串
に
食
べ
物
が
入
っ
て
い
な

い
時
（
食
疎
の
一
時
間
三
一
十
分

前）

食
後
日
日
の
串
に
食
べ
物
が
入
っ
て
い
る

と
き
（
食
後
三
十
分
以
内
）

食
間
爪
朝
食
と
曇
の
問
な
ど
、
次
の
食

セ
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